
入
れ
て
い
る
」
と
語
っ
て
い
た
。
オ
ッ
ト
の

演
奏
の
味
わ
い
は
豊
か
で
、
指
揮
者
も
楽
団

も
十
二
分
に
ニ
ュ
ア
ン
ス
を
汲
み
、
と
も
に

音
楽
を
奏
で
て
い
く
。
協
奏
曲
を
聴
く
究

極
の
喜
び
が
そ
こ
に
は
あ
っ
た
。 

　

米
国
出
身
の
カ
ネ
ラ
キ
ス
は
、ベ
ル
リ
ン・

フ
ィ
ル
の
ア
カ
デ
ミ
ー
に
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
奏

者
と
し
て
在
籍
し
て
い
た
経
歴
を
持
つ
。
指

揮
に
転
じ
た
の
は
サ
イ
モ
ン
・
ラ
ト
ル
の
勧

め
が
あ
っ
て
と
い
う
。
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
の
中

で
弾
い
て
い
た
経
験
の
表
れ
か
、
２
日
目
の

印
象
で
は
楽
員
の
自
発
的
な
表
現
と
の
歯

車
が
か
み
合
い
、
歌
う
と
こ
ろ
は
存
分
に
歌

う
。
同
時
に
し
っ
か
り
し
た
造
形
も
感
じ

さ
せ
る
。 

　

後
半
の
マ
ー
ラ
ー
の
交
響
曲
第
１
番
も
、

　

マ
ケ
ラ
は
何
が
す
ご
い
の
か
─
─
。「
こ

ち
ら
に
振
り
向
い
て
目
が
合
い
ま
す
。
は

い
っ
。
分
か
り
ま
し
た
。
な
ん
で
も
や
り

ま
す
と
い
う
気
に
な
り
ま
す
」。
２
０
２
２

年
に
マ
ー
ラ
ー
の
交
響
曲
第
６
番
で
共
演

し
た
東
京
都
交
響
楽
団
の
ソ
ロ
・
コ
ン
サ

ー
ト
マ
ス
タ
ー（
当
時
）、四
方
恭
子
は
こ
う

語
っ
て
い
た
。
ケ
ル
ン
放
送
交
響
楽
団
の

コ
ン
サ
ー
ト
マ
ス
タ
ー
も
務
め
た
音
楽
家

を
も
う
な
ら
せ
る
何
か
。
コ
ン
セ
ル
ト
ヘ
ボ

ウ
管
弦
楽
団
の
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
奏
者
も
同

じ
こ
と
を
語
っ
て
い
た
。
楽
員
を
巻
き
込

む
エ
ネ
ル
ギ
ー
。
そ
れ
を
支
え
る
ス
コ
ア

の
読
み
の
深
さ
と
音
楽
性
。
そ
れ
ら
を
瞬

時
に
伝
え
る
指
揮
の
言
語
の
豊
か
さ
は
、や

は
り
、マ
ケ
ラ
を
特
別
な
指
揮
者
た
ら
し
め

て
い
る
。 

サ
ン
＝
サ
ー
ン
ス
《
オ
ル
ガ
ン
付
き
》 

ク
レ
ッ
シ
ェ
ン
ド
と
猛
烈
な
刻
み 

　

パ
リ
管
弦
楽
団
の
ミ
ュ
ー
ザ
川
崎
シ
ン

フ
ォ
ニ
ー
ホ
ー
ル
で
の
来
日
公
演
（
６
月
18

日
）で
は
、
サ
ン
＝
サ
ー
ン
ス
の
交
響
曲
第

３
番
《
オ
ル
ガ
ン
付
き
》が
前
半
で
演
奏
さ

れ
た
。
宇
宙
を
思
わ
せ
る
神
秘
的
な
序
奏

に
続
き
、
提
示
部
に
入
る
直
前
、
指
揮
者
と

コ
ン
サ
ー
ト
マ
ス
タ
ー
は
目
を
合
わ
せ
、
と

も
に
「
パ
キ
ッ
」と
音
を
立
て
た
よ
う
に
ス

イ
ッ
チ
を
入
れ
、
音
楽
は
猛
然
と
前
に
進
み

始
め
る
。
え
ぐ
る
よ
う
な
表
情
。
コ
ン
サ
ー

ト
マ
ス
タ
ー
は
ひ
ん
ぱ
ん
に
後
ろ
を
振
り
返

り
、力
の
こ
も
っ
た
フ
ォ
ル
テ
を
求
め
る
。 

　

緩
徐
楽
章
に
あ
た
る
第
１
楽
章
第
２
部

で
の
オ
ル
ガ
ン
と
の
調
和
が
生
む
た
ゆ
た

い
。
オ
ル
ガ
ン
の
表
現
は
積
極
的
で
、
存
在

感
は
大
き
い
。
第
２
楽
章
第
１
部
の
エ
ッ

ジ
の
効
い
た
弦
。
第
２
部
を
先
取
り
す
る

第
２
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
と
ヴ
ィ
オ
ラ
は
、
エ
ス

プ
レ
ッ
シ
ー
ヴ
ォ
の
限
り
を
尽
く
し
て
旋

律
を
歌
う
。
大
き
な
呼
吸
で
楽
想
は
弧
を

描
く
よ
う
に
結
ば
れ
、
第
２
部
（
フ
ィ
ナ
ー

レ
）に
移
る
。
深
み
の
あ
る
オ
ル
ガ
ン
の
響

き
は
、
作
曲
者
に
と
っ
て
も
オ
ル
ガ
ニ
ス
ト

と
し
て
近
し
い
存
在
だ
っ
た
フ
ラ
ン
ス
の

大
聖
堂
を
連
想
さ
せ
る
。
呼
応
す
る
弦
と

ピ
ア
ノ
の
レ
ガ
ー
ト
は
、
降
り
注
ぐ
聖
な
る

息
吹
と
も
、人
間
の
側
か
ら
の
賛
美
と
も
感

じ
ら
れ
る
。
フ
ォ
ル
テ
で
前
に
進
む
表
情

は
決
然
と
し
つ
つ
、
だ
が
、
シ
ン
バ
ル
は
抑

え
気
味
で
、
空
間
を
次
第
に
大
き
く
押
し

広
げ
て
い
く
よ
う
な
打
楽
器
の
活
用
意
図

が
意
識
さ
れ
て
い
る
。
内
実
に
あ
ふ
れ
た

コ
ー
ダ
へ
の
ク
レ
ッ
シ
ェ
ン
ド
と
、
ヴ
ァ
イ

オ
リ
ン
群
の
猛
烈
な
刻
み
。
ク
ラ
イ
マ
ッ

ク
ス
へ
の
歩
み
は
、
周
到
な
計
算
の
下
に
構

築
さ
れ
な
が
ら
、あ
ざ
と
さ
を
感
じ
さ
せ
な

い
。 

　

パ
リ
管
は
、
個
が
そ
れ
ぞ
れ
独
立
し
て
輝

き
、
他
と
異
な
る
こ
と
こ
そ
が
尊
ば
れ
る
フ

ラ
ン
ス
の
気
質
と
文
化
を
象
徴
す
る
存
在

の
一
つ
と
さ
れ
る
。「
一
丸
と
な
っ
て
」と
い

う
形
容
は
、
お
そ
ら
く
も
っ
と
も
似
合
わ
な

い
楽
団
で
あ
り
な
が
ら
、
個
々
の
楽
員
が
１

２
０
％
の
力
を
引
き
出
さ
れ
、
そ
の
総
体
と

し
て
炎
の
よ
う
な
演
奏
が
生
ま
れ
る
。 

　

同
時
に
、
こ
の
交
響
曲
の
「
世
界
の
終
わ

り
と
救
済
の
希
望
」と
い
う
宗
教
的
テ
ー
マ

が
音
の
中
か
ら
伝
わ
っ
て
き
た
。
マ
ケ
ラ
は

や
は
り
非
凡
だ
っ
た
。 

チ
ャ
イ
コ
フ
ス
キ
ー
の
光 

ド
ヴ
ォ
ル
ザ
ー
ク
の
や
さ
し
さ 

　

だ
が
日
本
の
舞
台
は
、
パ
リ
管
に
席
巻
さ

れ
た
わ
け
で
は
な
い
。
読
売
日
本
交
響
楽

団
の
６
月
の
名
曲
シ
リ
ー
ズ
演
奏
会
（
６

月
24
日
、
サ
ン
ト
リ
ー
ホ
ー
ル
）は
、
常
任

指
揮
者
の
セ
バ
ス
テ
ィ
ア
ン
・
ヴ
ァ
イ
グ
レ

指
揮
。
チ
ャ
イ
コ
フ
ス
キ
ー
の
ヴ
ァ
イ
オ
リ

ン
協
奏
曲
と
ド
ヴ
ォ
ル
ザ
ー
ク
の
交
響
曲

第
７
番
は
、
楽
員
と
指
揮
者
の
相
互
信
頼
か

ら
生
ま
れ
る
表
現
が
深
ま
っ
た
。「
こ
こ
で

す
よ
」と
ヴ
ァ
イ
グ
レ
が
感
に
堪
え
た
よ
う

な
表
情
で
第
１
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
に
視
線
を

向
け
れ
ば
、
瞬
時
に
ニ
ュ
ア
ン
ス
が
豊
か
に

な
る
と
い
っ
た
具
合
で
あ
る
。 

　

チ
ャ
イ
コ
フ
ス
キ
ー
の
協
奏
曲
で
は
第
２

楽
章
。
憂
愁
に
覆
わ
れ
た
世
界
に
陽
光
が

射
す
。
そ
ん
な
変
化
を
ア
ウ
グ
ス
テ
ィ
ン
・

ハ
ー
デ
リ
ヒ
の
独
奏
は
も
と
よ
り
、
フ
ル
ー

ト
や
ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト
が
音
で
表
す
。
ド
ヴ

ォ
ル
ザ
ー
ク
も
第
２
楽
章
。
や
さ
し
さ
に
あ

ふ
れ
た
楽
想
が
チ
ェ
ロ
や
ホ
ル
ン
、
オ
ー
ボ

エ
、
ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト
の
ド
ル
チ
ェ
に
よ
っ
て

如
実
に
伝
わ
る
。
日
本
の
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
の

日
常
は
今
、
こ
ん
な
に
も
豊
か
だ
と
い
う
こ

と
を
忘
れ
て
は
い
け
な
い
。 

 

文  

藤
盛
一
朗

指
揮
者
と
楽
員 
そ
の
刺
激
的
関
係 

　
マ
ケ
ラ
＝
パ
リ
管
、
ヴ
ァ
イ
グ
レ
＝
読
響 

ラ
ヴ
ェ
ル
同
様
、
そ
こ
か
し
こ
の
細
部
か
ら

オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
を
聴
く
喜
び
が
も
た
ら
さ

れ
た
。
第
２
楽
章
の
第
１
部
か
ら
ト
リ
オ
へ

の
移
行
部
の
ホ
ル
ン
・
ソ
ロ
の
弱
音
と
、
続

く
弦
や
オ
ー
ボ
エ
の
味
わ
い
。
テ
ン
ポ
は
呼

吸
感
も
豊
か
に
、
自
然
な
揺
ら
ぎ
を
み
せ
、

さ
わ
や
か
で
清
潔
。
楽
章
の
結
び
の
ア
ッ

チ
ェ
レ
ラ
ン
ド
も
自
然
で
、
終
わ
り
も
シ
ン

バ
ル
で
上
品
に
結
ば
れ
る
。 

　

第
３
楽
章
の
コ
ン
ト
ラ
バ
ス
・
ソ
ロ
に
続

く
フ
ァ
ゴ
ッ
ト
・
ソ
ロ
を
聴
く
と
、
都
響
が

き
っ
て
の
マ
ー
ラ
ー
・
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
で
あ

る
こ
と
を
思
い
起
こ
す
。
主
題
は
た
だ
受

け
渡
さ
れ
て
コ
ピ
ー
さ
れ
る
の
で
な
く
、
同

じ
ピ
ア
ニ
ッ
シ
モ
の
弱
音
表
現
な
が
ら
一
層

の
魅
力
を
も
っ
て
発
展
し
、
さ
ら
に
弦
の
豊

か
な
歌
に
結
び
付
く
。
ハ
ー
プ
や
フ
ァ
ゴ
ッ

ト
、
コ
ン
マ
ス
・
ソ
ロ
が
重
な
る
あ
た
り
は

夢
幻
の
趣
と
な
る
。 

　

終
楽
章
へ
移
る
と
、
ド
ル
チ
ェ
・
カ
ン
タ

ー
ビ
レ
と
で
も
呼
び
た
い
旋
律
美
の
表
現

が
一
層
心
を
打
つ
。
弦
楽
器
群
は
、
う
ね
る

よ
う
に
歌
う
が
、
こ
こ
も
透
き
通
っ
た
美
し

さ
に
貫
か
れ
て
い
る
。
前
号
の
マ
ー
ラ
ー
特

集
は
「
マ
ー
ラ
ー 

夏
の
交
響
曲
」
と
題
し

た
が
、
マ
ー
ラ
ー
の
目
に
は
夏
の
作
曲
小
屋

の
前
に
広
が
る
美
し
い
湖
が
映
り
、
湖
面
を

わ
た
る
さ
わ
や
か
な
風
を
感
じ
て
い
た
の

で
は
な
い
か
と
思
う
。
こ
の
演
奏
で
は
コ
ー

ダ
で
の
金
管
奏
者
の
立
奏
は
視
覚
的
に
も

自
然
で
、
聴
き
終
わ
っ
て
も
さ
わ
や
か
さ
が

残
る
の
だ
っ
た
。 

39

ラ
ヴ
ェ
ル
と
マ
ー
ラ
ー 

絶
妙
な
楽
器
間
の
受
け
渡
し 

　

カ
リ
ー
ナ
・
カ
ネ
ラ
キ
ス
を
迎
え
た
都

響
の
２
日
目
公
演
（
７
月
５
日
、
サ
ン
ト
リ

ー
ホ
ー
ル
）。
ア
リ
ス
＝
紗
良
・
オ
ッ
ト
が

ソ
ロ
を
担
っ
た
前
半
の
ラ
ヴ
ェ
ル
の
ピ
ア
ノ

協
奏
曲 

ト
長
調
か
ら
耳
を
奪
わ
れ
る
。
第

１
楽
章
で
ピ
ア
ニ
ッ
シ
モ
の
ホ
ル
ン
に
続
き
、

ピ
ア
ノ
独
奏
、ハ
ー
プ
、チ
ェ
ロ
、ピ
ア
ノ
独

奏
と
受
け
渡
さ
れ
て
い
く
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
の

美
。
第
２
楽
章
で
も
、
詩
情
あ
ふ
れ
る
ピ
ア

ノ
の
長
い
ソ
ロ
に
続
き
、コ
ー
ラ
ン
グ
レ（
イ

ン
グ
リ
ッ
シ
ュ
ホ
ル
ン
）が
実
に
抒
情
的
な

旋
律
を
歌
う
。
こ
こ
で
も
ホ
ル
ン
、
第
２
ヴ

ァ
イ
オ
リ
ン
、
チ
ェ
ロ
と
い
っ
た
楽
器
間
の

受
け
渡
し
が
絶
妙
で
、
名
匠
、
ジ
ャ
ン
・
フ

ル
ネ
以
来
の
都
響
の
フ
ラ
ン
ス
音
楽
の
伝
統

を
思
い
起
こ
す
。
首
席
ホ
ル
ン
の
西
條
貴
人

は
「
都
響
の
ホ
ル
ン
は
、
弱
音
表
現
に
力
を
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